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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２６年１月２３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２４年５月１日 １４時３０分ごろ 

発生場所 千葉県市川市千葉港葛南区ＪＦＥ物流岸壁  

市川市所在の千葉港葛南市川灯台から真方位０５３°１,０２０ｍ

付近 

（概位 北緯３５°４０.４′ 東経１３９°５６.６′） 

事故調査の経過 平成２４年１２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船 三社
さんしゃ

丸、４９８トン 

   １３４７１８、三社汽船株式会社 

   ７６.００ｍ×１１.８０ｍ×７.１０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、７３５kＷ、平成８年３月 

Ｂ ケミカルタンカー 第三松
しょう

豊
ほう

丸、４９８トン 

   １３４０４５、有限会社信雄海運（船舶所有者）、有限会社正

豊海運（船舶借入人） 

   ６４.９８ｍ×１０.００ｍ×４.５０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、７３５kＷ、平成５年６月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６８歳 

五級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 昭和４６年１０月８日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成２３年１月３１日 

    免状有効期間満了日 平成２８年３月１６日 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６５歳 

五級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 昭和４２年１０月２７日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成２０年１０月７日 

    免状有効期間満了日 平成２６年９月２０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷前部外板に凹損 

Ｂ 左舷船首部に凹損 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか３人が乗り組み、千葉港葛南区のＪＦＥ物流
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（株）東京物流センター岸壁に左舷着けで係留中、船長Ａが、甲板上

で整備作業を行っていたところ、Ａ船の右舷船尾約３０°方向から接

近するＢ船を認め、衝突の危険を感じてＢ船を監視していたが、Ａ船

を避航する様子がなかったので、Ｂ船の船首配置の乗組員に対して大

声で注意喚起をしたものの、平成２４年５月１日１４時３０分ごろＡ

船の右舷前部とＢ船の左舷船首とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、キシレン４００ｔ及びトルエ

ン４００ｔを積載し、１２時５０分ごろ千葉港千葉区の丸善石油化学

（株）の岸壁を離岸して同港葛南
かつなん

区東洋合成（株）の岸壁に向かっ

た。 

船長Ｂは、先行する貨物船（以下「先行船」という。）に続いて市

川水路を北上し、ＪＦＥ物流岸壁東端付近で先行船が左転して建物の

陰に入って見えなくなったので、減速して東洋合成（株）の岸壁に向

けて約９０°左転した。 

船長Ｂは、着岸予定岸壁までの距離約５００ｍの地点で左転を終え

た頃、前路で先行船が停止していることを認め、移動するまで待つこ

ととし、行きあしを止めて機関を中立運転とした。 

船長Ｂは、先行船が移動するまで時間がかかるものと思い、かがん

だ姿勢でＡＩＳの操作を行っていたところ、Ｂ船が北東の風及び江戸

川の流れに圧流されてＡ船に接近し、船首配置の乗組員からの声で船

首至近にＡ船を認め、機関を後進としたものの、Ａ船とＢ船とが衝突

した。 

Ｂ船は、Ａ船から離れて着岸予定の岸壁に着岸した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 Ｂ船は、ＡＩＳがレーダーのスタンド後方下部に設置されており、

かがんだ姿勢で作業をする必要があった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ船は、千葉港葛南区において、岸壁に係留中、甲板上で整備作業

中の船長Ａが、接近するＢ船を監視しており、Ｂ船の船首配置の乗組

員に対し、発声して注意喚起を行ったものの、Ａ船とＢ船が衝突した

ものと考えられる。 

Ｂ船は、千葉港葛南区の岸壁に着岸作業中、前路で停止中の先行船

の移動を待とうとして停止していたところ、船長Ｂが、かがんだ姿勢

でＡＩＳを操作することに意識を集中していたことから、Ｂ船が北東

の風及び江戸川の流れに圧流されてＡ船に接近していることに気付か

ず、Ａ船と衝突したものと考えられる。 
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原因 本事故は、千葉港葛南区において、Ａ船が岸壁に係留中、Ｂ船が着

岸作業中、前路で停止中の先行船の移動を待とうとして停止していた

ところ、船長Ｂが、かがんだ姿勢でＡＩＳを操作することに意識を集

中していたため、Ｂ船が北東の風及び江戸川の流れに圧流されてＡ船

に接近していることに気付かず、Ａ船と衝突したことにより発生した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・港内で停止中は、操船及び見張りに専念すること。 

 




